
スライド 教師の主発問・指示 留意点

導
入

GIGA SCHOOL  CONTENTS

家
か

族
ぞく

や自
じ

分
ぶん

に起
お

きるかもしれない危
き

険
けん

(リスク）について考
かんが

えよう

　考
かんが

えられる危
き

険
けん

に〇をつけましょう。 一
いち

番
ばん

心
しん

配
ぱい

なことに◎をつけましょう。

１

 病
びょう

気
き

( 腹
ふく

痛
つう

・ かぜ） 　　　　　自
じ

分
ぶ ん

のけが 　　自
じ

分
ぶん

の交
こ う

通
つ う

事
じ

故
こ

　　　　　自
じ

分
ぶ ん

の入
にゅう

院
い ん

　　　　　地
じ

震
し ん

の被
ひ

害
がい

　　　遊
あそ

びの時
と き

の事
じ

故
こ

　　　　　家
か

族
ぞ く

の入
にゅう

院
い ん

　　　家
か

族
ぞ く

のけが

生
せ い

命
め い

保
ほ

険
け ん

について知
し

ろう
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（各
か く

自
じ

が答
こ た

えて下
く だ

さい）

１ �家族や自分に起きるかもしれない危険
（リスク）について考えよう

　
考えられる危険に〇をつけましょう。
一番心配なことに◎をつけましょう。

・�身の回りにはたくさん危険があることを
確認する。

・テキストを紙かデータで配付する。
・�どこに〇や◎を付けたか挙手させ、傾向

をおさえる。
・�他に起きるかもしれない危険について意

見交流させてもよい。
・あまり危険をあおりすぎないようにする。

展
開

GIGA SCHOOL  CONTENTS

危
き

険
けん

（リスク） にそなえる方
ほう

法
ほう

を見
み

つけよう４２

（１）危
き

険
けん

（リスク)が実
じっ

際
さい

に起
お

きたら、どのようなことになるか線
せん

でむすびましょう。

（２）危
き

険
けん

（リスク）に、 そなえる（準
じゅん

備
び

する） ために、あなたならどうしますか。

　  選
えら

んで  に〇をつけましょう。

①　預
よ

貯
ち ょ

金
きん

をしておく。

②　生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

に入
はい

っておく

③　預
よ

貯
ち ょ

金
きん

、生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

の両
りょう

方
ほう

で備
そな

える

必ひ
つ

要よ
う

な
金き
ん

額が
く

A A

準
じゅん
備
び
可
か
能
のう
な金
きん
額
がく

少しずつ貯
た

める
必
ひつ

要
よう

あり

リスクが生
しょう
じた場

ば
合
あい
に必
ひつ
要
よう
な金
きん
額
がく
を準

じゅん
備
び
可
か
能
のう

必ひ
つ

要よ
う

な
金き
ん

額が
く

期
き
間
かん

期
き
間
かん

【預
よ

貯
ちょ

金
きん

の場
ば

合
あい

】 【生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

の場
ば

合
あい

】

準
じゅん
備
び
可
か
能
のう
な金
きん
額
がく

預
よ

貯
ちょ

金
きん

はお金
かね

をいつでも引
ひ

き出
だ

せますが、 十
じゅう

分
ぶん

あるとはかぎりません。 生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

は、 決
き

まったお金
かね

が受
う

け取
と

れます。

読
よ

みましょう

生
せ い

命
め い

保
ほ

険
け ん

について知
し

ろう
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自
じ

分
ぶん

のけが 、病
びょう

気
き

 

家
か

族
ぞ く

の入
にゅう

院
いん

（大
お と な

人） 

家
いえ

の災
さい

害
がい

 

修
しゅう

理
り

代
だい

などお金
かね

がかかる。

働
はたら

けなくなる。

学
がっ

校
こ う

に行
い

けなくなる。

（各
か く

自
じ

が答
こ た

えて下
く だ

さい）

２� 危険（リスク）にそなえる方法を見つけ
よう

　
危険が実際に起きたら、どのような
ことになるか線で結びましょう。

　　　　

・�実際に起こった時にどうなるか答えと照
らし確認する。

　 危険にそなえるためにどうしますか。

・�危険に備えるためにどうするか意見を出
させる。

・答えを確認する。
  （答えのスライドの提示）
・�預貯金と生命保険の違いについて、形、

矢印の向き、縦軸、横軸について図を提
示しながら説明する。

・�生命保険は、自分や家族のくらしを危険
からまもるために生まれた考え方である
ことを知らせる。

GIGA SCHOOL  CONTENTS

生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

のしくみについて知
し

ろう

　青
あお

わくの人
ひと

はどんな 危
き

険
けん

（リスク）が生
しょう

じたのか、読
よ

みましょう。

３

日
に

本
ほん

では働
はたら

いていると、 危
き

険
けん

（リスク）にそなえて、社
しゃ

会
かい

保
ほ

険
けん

料
りょう

を国
くに

に納
おさ

めています。右
みぎ

上
うえ

の図
ず

のように、支
し

払
はら

われる金
きん

額
がく

は、増
ふ

えてきています。国
くに

におさめるだけでなく、

さらにそなえるのが、保
ほ

険
けん

です。みんなが、少
すこ

しずつお金
かね

を出
だ

し合
あ

い、そなえるしくみが、保
ほ

険
けん

の考
かんが

え方
かた

です。相
そう

互
ご

扶
ふ

助
じょ

（互
たが

いに助
たす

け合
あ

う）といいます。

読
よ

みましょう

定定
ていてい

年年
ねんねん

退退
たいたい

職職
しょくしょく

によりにより収収
しゅうしゅう

入入
にゅうにゅう

がが
なくなりましたなくなりました

一一
いっいっ

家家
かか

のの働働
はたらはたら

きき手手
てて

がが亡亡
なな

くなりくなり
ました。ました。

病病
びょうびょう

院院
いんいん

にに通通
かよかよ

いました。いました。

　　社社
しゃしゃ

会会
かいかい

保保
ほほ

障障
しょうしょう

給給
きゅうきゅう

付付
ふふ

額額
がくがく

のの推推
すいすい

移移
いい

生
せ い

命
め い

保
ほ

険
け ん

について知
し

ろう
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３ 生命保険のしくみについて知ろう

　 青わくの人はどんな危険が
生じたのか、読みましょう。

・�みんなで出し合ったお金（保険料）はリ
スクが生じた加入者に給付されることを
説明する。

・�「保険」のしくみとは？の図から分かった
こと、気付いたこと、思ったことをグルー
プで意見交流させる。

・�「社会保障給付額の推移」のぼうグラフの
内訳の金額が増えていることをおさえる。

・「相互扶助」について読み、知らせる。

ま
と
め

GIGA SCHOOL  CONTENTS

生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

会
がい

社
しゃ

について知
し

ろう

（１）生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

は日
に

本
ほん

の家
か

庭
てい

のどのくらいの割
わり

合
あい

で入
はい

っているでしょう。〇をつけましょう。

（２）説
せつ

明
めい

を声
こえ

にだして読
よ

みましょう。

４

3割
わり

 （10 けんの内
う ち

３けん） ９割
わり

 （10 けんの内
う ち

９けん）半
はん

分
ぶん

くらい

危
き

険
けん

（リスク）に そな えて、 みんなで少
すこ

しずつ出
だ

し合
あ

うお金
かね

を「保
ほ

険
けん

料
りょう

（掛
か

け金
きん

）」といいます。

保
ほ

険
けん

料
りょう

は、年
ねん

齢
れい

や健
けん

康
こう

状
じょう

態
たい

などによる危
き

険
けん

（リスク )

の可
か

能
のう

性
せい

によって変
か

わります。

自
じ

助
じょ

・・自
じ

分
ぶん

で守
まも

る

共
きょう

助
じょ

・・共
とも

に支
ささ

え合
あ

う（社
しゃ

会
かい

保
ほ

険
けん

）

公
こう

助
じょ

・・困
こま

った人
ひと

を助
たす

ける（社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

など）

保
ほ

険
けん

料
りょう

を公
こ う

平
へい

にするために

自
じ

助
じ ょ

・共
きょう

助
じ ょ

・公
こ う

助
じ ょ

加
か

入
にゅう

者
しゃ 保

ほ

険
け ん

料
りょう

病
びょう

気
き

・ケガ・死
し

亡
ぼう

時
じ

保
ほ

険
け ん

料
りょう

・ 給
きゅう

付
ふ

金
き ん

危
き

険
けん

(リスク）　貯
ち ょ

蓄
ち く

　保
ほ

険
けん

　相
そ う

互
ご

扶
ふ

助
じ ょ

　自
じ

助
じ ょ

　共
きょう

助
じ ょ

　公
こ う

助
じ ょ

自
じ

助
じょ

共
きょう
助
じょ

公
こう
助
じょ

自
じ

分
ぶん

で守
まも

る
（民

みん
間
かん

保
ほ

険
けん

・預
よ

貯
ちょ

金
きん

等
など

）

共
とも

に支
ささ

えあう
（社

しゃ
会
かい

保
ほ

険
けん

）

困
こま

った人
ひと

を助
たす

ける

（社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

・公
こう

的
てき

扶
ふ

助
じょ

・公
こう

衆
しゅう

衛
えい

生
せい

）

生
せ い

命
め い

保
ほ

険
け ん

について知
し

ろう
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４ 生命保険会社について知ろう

　 生命保険は日本の家庭のどのくらいの
割合で入っているでしょう。

・予想させ挙手させてから答えを言う。
・説明を教師が範読する。
・キーワードを確認する。

・�「自助」「共助」「公助」の役割分担の中で、
生命保険会社は「共助」を担っているこ
とを知らせる。

・�家に帰ったら、家族で我が家の備えにつ
いて話をするように促す。

・答えを確認する。
  （答えのスライドの提示）

金融最新教育テキスト

教師用アンケート

４ 評価基準：生命保険について知り、危険に備えるしくみに興味をもつことができる。

１ 教 材 名
２ 目 標
３ 学習展開

：
：
：

生命保険について知ろう
生命保険について知り、危険に備えるしくみに興味をもつ
45分

05

生命保険について知ろう指導案

https://ws.formzu.net/dist/S91069756/

